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福津市民の健やかな生活を支えます

令
和
７
年
度

定
例
総
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

４
月
24
日
（
木
）
ふ
く
と
ぴ
あ
「
健
康

プ
ラ
ザ
」
に
お
い
て
令
和
７
年
度
の
定

例
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
ご
臨
席
さ
れ
ま
し
た
福

津
市
長
福
井
嵩
郎
様
、
福
津
市
社
会
福

祉
協
議
会
会
長
代
理
、
常
務
理
事
中
村

一
枝
様
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

総
会
で
は
、
議
長
に
天
神
町
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
の
花
田
哲
也
会
長
が
選
出
さ

れ
、
令
和
６
年
度
事
業
報
告
、
同
収
支

決
算
報
告
、
令
和
７
年
度
事
業
計
画

（
案
）、
同
収
支
予
算
（
案
）、
会
則
の
一

部
改
正
（
案
）
が
審
議
さ
れ
、
承
認
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

会
長
挨
拶

　

福
津
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

会
長　

岡
本　

頴
和

　

本
日
は
、
ご
多
用
な
中
、
定
例
総
会
に

ご
出
席
頂
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
来
賓
の
皆
様
に
は
、
公
務
ご

多
忙
な
中
、
ご
臨
席
賜
り
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

連
合
会
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、

日
ご
ろ
か
ら
格
別
の
ご
理
解
と
ご
支
援

を
賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
お
陰
様

で
、
今
年
は
、
福
津
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連

合
会
が
誕
生
し
て
、
創
立
20
周
年
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
偏

に
、
歴
代
役
員
を
は
じ
め
会
員
の
皆
さ

ま
方
の
ご
努
力
や
ご
活
躍
、
そ
し
て
、
関

係
行
政
機
関
や
地
域
団
体
の
ご
支
援
や

ご
指
導
の
賜
と
、
深
く
感
謝
し
て
い
ま

す
。
20
周
年
を
契
機
に
、
こ
れ
か
ら
も
、

魅
力
あ
る
ク
ラ
ブ
活
動
が
で
き
る
よ
う
、

地
域
に
お
け
る
役
割
を
自
覚
し
な
が
ら
、

組
織
の
活
性
化
と
充
実
を
図
り
、
更
な

る
発
展
を
目
指
し
て
努
め
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
２
０
２
５
年
問
題
の

年
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

我
が
国
は
、「
団
塊
の
世
代
」
が
75
歳

総会の様子

以
上
の
後
期
高
齢
者
と
な
り
、
国
民
の

５
人
に
１
人
が
後
期
高
齢
者
で
、
３
人

に
１
人
が
65
歳
以
上
と
い
う
よ
う
に
、

世
界
に
類
を
見
な
い
超
高
齢
化
社
会
を

迎
え
る
こ
と
で
、
雇
用
、
医
療
、
福
祉
等

に
つ
い
て
日
本
経
済
が
深
刻
な
影
響
を

受
け
る
と
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
最
大
の
課
題
で
あ
る
会
員
増

強
に
つ
い
て
は
、高
齢
者
が
増
加
し
て
い

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
会
員
は
逆
に
減
少

し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
会
員

の
皆
さ
ん
が
楽
し
く
活
動
で
き
る
よ
う

な
魅
力
あ
る
ク
ラ
ブ
づ
く
り
と
、
団
塊

の
世
代
の
人
た
ち
を
如
何
に
会
員
と
し

て
取
り
込
む
か
が
、
大
き
な
鍵
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
実
施
さ
れ
て
い
る
県
老
連
の

会
員
増
強
運
動
は
、
2
年
目
を
迎
え
ま

す
。

　

そ
の
趣
旨
を
踏
ま
え
て
、
連
合
会
が

取
り
組
ん
で
い
る
５
％
Ｕ
Ｐ
運
動
に
つ

い
て
は
、厳
し
い
環
境
の
中
に
も
関
わ
ら

ず
19
の
ク
ラ
ブ
が
見
事
、
目
標
を
達
成

さ
れ
ま
し
た
。
ご
尽
力
に
対
し
て
敬
意

を
表
し
ま
す
と
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら

も
全
員
運
動
と
し
て
推
進
し
て
頂
き
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

元
気
シ
ニ
ア
が
増
加
す
る
こ
と
は
、

地
域
の
活
性
化
と
、
医
療
・
介
護
の
負
担

を
減
ら
す
と
い
う
一
石
二
鳥
の
効
果
を

も
た
ら
し
ま
す
。

　

20
周
年
を
機
に
、単
位
ク
ラ
ブ
の
益
々

の
ご
発
展
と
皆
さ
ま
方
の
ご
活
躍
と
ご

健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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〒811-3217
福津市中央5-1-2
TEL　0940（43）7366

診療時間（予約制）
月　9：00 ～ 18：00　木　9：00 ～ 17：30
火　9：00 ～ 19：00　土　9：00 ～ 16：30
水・金9：00 ～ 18：30　休診日：日曜・祝日

歯科・歯科口腔外科・小児歯科・矯正歯科

水上歯科クリニック医療法人
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祝　

辞
福
津
市
長　

福
井　

崇
郎

　

本
日
は
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
総

会
に
お
招
き
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
、
地
域
の

活
性
化
、
健
康
増
進
、
そ
し
て
何
よ
り

も
生
き
が
い
づ
く
り
に
つ
い
て
、
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
て
お
り
、
そ

の
熱
意
と
ご
功
績
に
対
し
、
心
よ
り
敬

意
を
表
し
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
社
会
経
済
活
動
の
回

復
が
進
む
一
方
で
、
新
た
な
感
染
症
の

流
行
や
物
価
高
騰
、孤
立
化
問
題
な
ど
、

高
齢
者
を
取
り
巻
く
環
境
は
深
刻
な
状

況
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
も
、

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
皆
様
は
、
感

染
症
対
策
を
講
じ
な
が
ら
、
様
々
な
活

動
を
工
夫
し
継
続
し
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
柔
軟
な
対
応
力
と
、
地
域
を

思
う
温
か
い
お
気
持
ち
に
、
深
く
感
銘

を
受
け
て
い
る
次
第
で
す
。

　

本
市
で
は
、
高
齢
者
の
皆
様
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
、
い
つ
ま
で
も
健
康
で

い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
よ
う
、
健
康
寿

命
の
延
伸
に
向
け
た
取
り
組
み
を
は
じ

め
、地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
深
化
、

そ
し
て
、
皆
様
が
社
会
参
加
を
通
じ
て

生
き
が
い
を
感
じ
ら
れ
る
環
境
づ
く
り

な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
施
策
を
展
開
し

て
お
り
ま
す
。

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
皆
様
は
、

ま
さ
に
こ
れ
ら
の
施
策
を
地
域
で
実
践

し
て
い
た
だ
く
上
で
、
か
け
が
え
の
な

い
存
在
で
あ
り
、
皆
様
の
豊
富
な
経
験

と
知
識
、
そ
し
て
何
よ
り
も
地
域
を
愛

す
る
お
気
持
ち
は
、
本
市
の
高
齢
者
福

祉
を
推
進
さ
せ
る
た
め
の
貴
重
な
力
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

市
と
し
ま
し
て
も
、
高
齢
者
福
祉
の

増
進
・
地
域
の
活
性
化
に
向
け
て
、
鋭

意
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
今
後

に
お
き
ま
し
て
も
、
皆
様
の
知
恵
と
経

験
を
活
か
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
地

域
社
会
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
、
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

　

結
び
に
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
の

益
々
の
ご
発
展
な
ら
び
に
会
員
の
皆
様

の
今
後
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
、
私
の
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
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福津市奴山１１７４番地 ☎０９４０－５２－３５４５（代表）

● 津屋崎園　　ショートステイ ☎ ５２-３５４５ お問い合わせはお気軽にどうぞ

● 津屋崎園　　デイサービスセンター ☎ ５２-７４３０

● 津屋崎園　　ケアプランサービス ☎ ３３-５５００

● 津屋崎園　　在宅介護支援センター ☎ ５２-３１００ 随時更新中！

● 総合相談支援センター　　津屋崎 ☎ ５２-６１１０

● 津屋崎園　　グループホーム　座々 ☎ ５２-００９８

● 津屋崎園認知症対応型デイサービス　菜々 ☎ 　５２-７０７７

● 小規模多機能型施設　　あかり ☎ ５２-１２０６

社会福祉法人　　北筑前福祉会

北筑前福祉会 検索

特別養護老人ホーム 津屋崎園

　共に生きる～私たちが支えます～
共に生きる～私たちが支えます～
　社会福祉法人　北筑前福祉会
　特別養護老人ホーム
　福津市奴山1174番地
●　津屋崎園　ショートステイ� ☎　52-3545
●　津屋崎園　デイサービスセンター� ☎　52-7430
●　津屋崎園　ケアプランサービス� ☎　34-5500
●　津屋崎園　グループホーム　座々� ☎　52-0098
●　津屋崎園認知症対応型デイサービス　菜々� ☎　52-7077
●　小規模多機能型施設　あかり� ☎　52-1260
●　グループホーム　ＷＡ・ＴＡ・ＲＩ� ☎　72-1170

第二津屋崎園
☎0940-34-5511

津屋崎園
☎0940-52-3545

祝　

辞

　

福
津
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
長　

権
現　

昭
二

　

本
日
は
、
福
津
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連

合
会
の
総
会
の
ご
盛
会
誠
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
皆

様
に
は
、
社
協
並
び
に
共
同
募
金
会
の

活
動
に
つ
き
ま
し
て
、
平
素
か
ら
ご
理

解
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
、
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
、
団
塊
の
世
代
全
員
が
後
期

高
齢
者
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
の
で
、

地
域
社
会
の
担
い
手
と
な
る
期
待
も
高

ま
り
ま
す
が
、
一
方
で
70
歳
以
上
75
歳

未
満
の
高
齢
者
の
就
業
率
は
33
・
９
％

と
言
わ
れ
て
お
り
、
３
人
に
１
人
が
何

ら
か
の
形
で
働
い
て
い
ま
す
。
高
年
齢

者
の
健
康
や
体
力
は
個
人
差
が
大
き
い

こ
と
を
考
え
ま
す
と
、
職
業
生
活
か
ら

の
離
脱
は
徐
々
に
進
む
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

地
域
社
会
の
担
い
手
の
獲
得
に
は
、

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
が
進
め
て
お
ら
れ
る
会

員
増
強
の
地
道
な
取
り
組
み
が
功
を
奏

す
る
も
の
と
期
待
し
ま
す
。

　

さ
て
、
人
生
１
０
０
年
時
代
と
言
わ

れ
る
中
で
、
健
康
寿
命
を
い
か
に
伸
ば

せ
る
か
が
重
要
な
課
題
と
な
り
ま
す
。

最
近
、「
長
生
き
の
秘
訣
は
余
暇
活
動

を
始
め
る
こ
と
」
と
い
う
研
究
成
果
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
３
万
８
千
人
を

追
跡
調
査
し
た
結
果
で
す
が
、
余
暇
活

動
を
始
め
た
人
は
そ
う
で
な
い
人
に
比

べ
て
、
要
介
護
リ
ス
ク
や
死
亡
リ
ス
ク

が
明
ら
か
に
低
下
す
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

余
暇
活
動
は
、
散
歩
、
園
芸
、
カ
ラ

オ
ケ
、
マ
ー
ジ
ャ
ン
な
ど
好
き
な
こ
と

で
良
い
そ
う
で
す
が
、
１
人
で
す
る
よ

り
も
、
仲
間
と
定
期
的
に
す
る
方
が
効

果
的
だ
そ
う
で
す
。

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
、
高
齢
期
を
楽
し

く
、
生
き
が
い
を
も
っ
て
、
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
、 

身
近
な
仲
間

と
支
え
合
い
な
が
ら
、「
健
康
」、「
友

愛
」、「
奉
仕
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
を

続
け
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の
活
動
が
長

寿
社
会
に
マ
ッ
チ
し
た
有
意
義
な
も
の

で
あ
る
こ
と
が
改
め
て
示
さ
れ
た
格
好

で
す
。

　

シ
ニ
ア
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら

す
た
め
に
は
、自
然
条
件
は
も
と
よ
り
、

社
会
経
済
の
変
動
も
緩
や
か
で
、
安
定

し
て
い
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
最
近
は
異
常
気
象
に
よ
り

山
火
事
が
続
発
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

米
が
産
直
か
ら
消
え
、
価
格
が
倍
ほ
ど

に
な
っ
た
り
、
キ
ャ
ベ
ツ
や
白
菜
な
ど

野
菜
の
高
値
が
続
く
な
ど
、
依
然
と
し

て
物
価
高
騰
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

今
一
つ
、
今
年
の
１
月
、
大
統
領
に

返
り
咲
い
た
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
実
施

す
る
関
税
政
策
に
世
界
が
揺
れ
て
い
ま

す
。
高
額
の
相
互
関
税
に
つ
い
て
は
３

か
月
の
延
期
を
発
表
し
て
い
ま
す
が
、

一
律
の
10
％
の
関
税
や
自
動
車
に
対
す

る
25
％
の
関
税
は
そ
の
ま
ま
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
今
後
国
際
的
な
生
産
体

制
や
海
外
進
出
を
目
指
す
我
が
国
企
業

に
打
撃
を
与
え
、
市
民
生
活
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
も
の
と
懸
念
さ
れ
ま

す
。

　

日
々
目
ま
ぐ
る
し
く
状
況
が
変
わ
り

ま
す
の
で
予
測
は
難
し
い
と
こ
ろ
で
す

が
、今
回
の
ト
ラ
ン
プ
関
税
に
よ
っ
て
、

我
が
国
が
不
況
と
イ
ン
フ
レ
に
襲
わ
れ

な
い
こ
と
を
祈
る
の
み
で
す
。

　

結
び
に
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
益
々
の

発
展
を
祈
念
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
し

ま
す
。
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シニアクラブ連合会の動き　（2024年12月～ 2025年５月）

シニアクラブ連合会　今後の主な行事予定

月 日（曜日） 行　　　　事 場　　　　所

12

10日（火） ・第３回単位クラブ会長会議 ふくとぴあ
12日（木）・13日（金） ・県老連市町村老人クラブ連合会会長研修会 ふくせんか
19日（木） ・文化広報部第４回編集会議 事務所
19日（木） ・第９回役員会 事務所

1

８日（水） ・第39号会報誌発行、配布 事務所
27日（月） ・県老連高齢者相互支援推進事業説明会 春日クローバープラザ
30日（木） ・県老連理事会、地区老連会長合同会議 春日クローバープラザ
31日（金） ・第10回役員会 事務所

2

３日（月） ・令和６年度第１回女性部長研修会 ふくとぴあ
８日（土） ・令和６年度第２回健康講演会 カメリアステージ
12日（水） ・地区老連第３回理事会 春日クローバープラザ
16日（日） ・第６回カラオケ大会 ふくとぴあ
20日（木） ・県老連シニアスポーツレクリエーション活動講習会 福岡市民体育館競技場
21日（金） ・県老連女性委員会 春日クローバープラザ
27日（木） ・第11回役員会 キッカケラボ
28日（金） ・福津市防災会議 福津市役所

3

　１日（土） ・福間南郷づくり第６回ウオーキング大会 福間南小学校
６日（木） ・第４回単位クラブ会長会議 ふくとぴあ
18日（火） ・県老連第95回理事会 春日クローバープラザ
27日（木） ・第12回役員会 キッカケラボ
28日（金） ・第４回理事会 ふくとぴあ

4

15日（火） ・第１回役員会 事務所
22日（火） ・第１回健康維持部会 福間南交流センター
23日（水） ・県老連理事会 春日クローバープラザ
24日（木） ・令和７年度定例総会 ふくとぴあ

5

13日（火） ・文化広報部会第１回編集会議 事務所
14日（水） ・第40回グラウンドゴルフ大会 なまずの郷
15日（木） ・第２回役員会 事務所
15日（木） ・第１回女性部会議 事務所
16日（金） ・地区老連通常総会 春日クローバープラザ
21日（水） ・県老連定時社員総会、理事会 春日クローバープラザ
22日（木） ・理事・単位クラブ会長合同会議、懇親会 ふくとぴあ、まさご
27日（火） ・文化広報部会第２回編集会議 事務所
29日（木） ・青少年育成市民の会第１回理事会 福津市役所

2025.8 ・健康講演会 ふくとぴあ
2025.9 ・健康教室（ウオーキング） 福間海岸
2025.10 ・会員親睦旅行 未定

2025.10 ・グラウンドゴルフ大会 なまずの郷
2025.11 ・スカットボール大会 津屋崎体育センター
2026.2 ・カラオケ・芸能大会 ふくとぴあ
2026.3 ・健康教室（ウオークラリー） 福間南郷づくり

詳細のお問い合わせは　0940-72-6565　福津市シニアクラブ連合会事務局へ
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JR福間駅

←
至 

宮
地
嶽

 至
 福

津市
役所

→ 

ここ502

西郷川
電話0940-42-0067
福岡県福津市中央3丁目8 ー 3

居酒屋又兵衛
お店はJR福間駅から110ｍ

大・小宴会承ります
ご予算・お時間等ご相談ください

表
彰

『
永
年
勤
続
表
彰
』

　

永
年
、
単
位
ク
ラ
ブ
の
発
展
に
尽
力
し

た
功
績
に
よ
り
、
次
の
２
名
の
方
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　

永
年
勤
続
は
、単
位
ク
ラ
ブ
の
副
会
長
、

会
計
、
女
性
部
長
で
在
職
期
間
が
５
年
以

上
の
方
が
、４
月
24
日
に
開
催
さ
れ
た
定

例
総
会
で
岡
本
会
長
よ
り
感
謝
状
と
記

念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

『
会
員
増
強（
５
％
Ｕ
Ｐ
）運
動
』

　

令
和
６
年
度
の
会
員
増
強
（
５
％
Ｕ

Ｐ
）
運
動
で
、
過
去
最
高
と
な
る
次
の

19
ク
ラ
ブ
が
見
事
に
目
標
を
達
成
さ
れ

ま
し
た
。

　

４
月
24
日
に
開
催
さ
れ
た
定
例
総
会

で
岡
本
会
長
よ
り
感
謝
状
と
記
念
品
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

・
大
和
１
区

・
堅
川

・
上
西
郷

・
宮
司
３

・
四
角

・
若
木
台

・
原
町
２
区

・
花
見
１
・
２
区

・
星
ヶ
丘

・
東
福
間

・
宮
司
浜

・
両
谷

・
原
町
１
区

・
津
丸

・
光
陽
台
２
区

・
光
陽
台
３
区

・
天
神
町

・
東
町
２
区

・
新
町

福
津
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ　

　
　
　
連
合
会
会
長
表
彰

受賞された伊藤国生氏、西村豊子氏

受賞された19クラブの会長の皆さん
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令
和
７
年
度
第
１
回

令
和
７
年
度
第
１
回

理
事
・
単
位
ク
ラ
ブ

理
事
・
単
位
ク
ラ
ブ

会
長
会
議

会
長
会
議

　

５
月
22
日
（
木
）
ふ
く
と
ぴ
あ
「
健

康
プ
ラ
ザ
」
に
お
い
て
令
和
７
年
度
第

１
回
理
事
・
単
位
ク
ラ
ブ
会
長
会
議
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
令
和
７
年
度
の
最
初
の
会
議

で
、
６
名
の
役
員
を
は
じ
め
、
11
名
の

理
事
・
36
名
の
単
位
ク
ラ
ブ
の
会
長
の

自
己
紹
介
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
執
行
部
か
ら
令
和
７
年
度
の

事
業
計
画
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、

各
事
業
へ
の
積
極
的
な
参
加
と
、
重
点

項
目
で
あ
る
会
員
増
強
運
動
に
つ
い
て

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
津
屋
崎
海
岸
の
「
ま
さ
ご
」

で
懇
親
会
を
開
催
し
、
大
い
に
交
流
を

深
め
た
一
日
で
し
た
。

会議の様子１

会議の様子２懇親会で記念撮影
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単
位
ク
ラ
ブ

単
位
ク
ラ
ブ新

任
会
長
研
修
会

新
任
会
長
研
修
会

　

７
月
３
日（
木
）春
日
市
ク
ロ
ー
バ
ー

プ
ラ
ザ
で
、
令
和
７
年
度
の
単
位
ク
ラ

ブ
新
任
会
長
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
福

津
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
か
ら
９
名

参
加
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
福
岡
県
高
齢
者
包
括
ケ
ア

推
進
課
よ
り
「
高
齢
者
の
福
祉
に
つ
い

て
」
の
説
明
が
あ
り
、
現
在
の
福
岡
県

の
高
齢
者
福
祉
の
現
状
に
つ
い
て
詳
し

く
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、県
老
連
事
務
局
長
よ
り「
老

人
ク
ラ
ブ
の
現
状
と
課
題
」
に
つ
い
て

詳
し
く
説
明
が
あ
り
、
全
国
的
に
高
齢

者
が
増
え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

老
人
ク
ラ
ブ
数
や
会
員
が
減
っ
て
い
る

こ
と
へ
の
問
題
提
起
が
な
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
会
員
増
強
に
取

り
組
ん
で
い
る
３
地
区
か
ら
の
事
例
発

表
が
あ
り
、
福
津
市
か
ら
は
昨
年
度
復

活
し
た
「
東
町
１
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
」

の
森
田
会
長
が
復
活
し
た
経
緯
や
、
の

ん
び
り
楽
し
く
が
モ
ッ
ト
ー
の
活
動
内

容
を
報
告
し
、
会
場
を
埋
め
尽
く
し
た

福
岡
県
下
の
新
任
会
長
さ
ん
た
ち
は
大

き
く
う
な
づ
い
て
い
ま
し
た
。

会長挨拶会場の様子 東町１区森田会長
による事例発表
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縦
書
き
タ
イ
ト
ル

縦
書
き
タ
イ
ト
ル

縦
書
き
タ
イ
ト
ル

縦
書
き
タ
イ
ト
ル

番
号
付
き
タ
イ
ト
ル

縦
書
き
タ
イ
ト
ル

縦
書
き
タ
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ト
ル

縦
書
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ト
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縦
書
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縦
書
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縦
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ル

縦
書
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縦
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縦
書
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ト
ル

縦
書
き
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ト
ル

縦
書
き
タ
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ト
ル

縦
書
き
タ
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ト
ル

① 縦
書
き
タ
イ
ト
ル

縦
書
き
タ
イ
ト
ル

縦
書
き
タ
イ
ト
ル

縦
書
き
タ
イ
ト
ル

縦
書
き
タ
イ
ト
ル

縦
書
き
タ
イ
ト
ル

縦
書
き
タ
イ
ト
ル

   ちょっとした見出し

～たてメイン～

縦
書
き
タ
イ
ト
ル

縦
書
き
タ
イ
ト
ル

タ
イ
ト
ル

タ
イ
ト
ル

縦
書
き
タ
イ
ト
ル

タ
イ
ト
ル

仕
事
の
成
果
を

仕
事
の
成
果
を

「
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
」へ

「
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
」へ

　　

東
福
間
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

東
福
間
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ　　

高
場
　
光
伸

高
場
　
光
伸

　

福
津
市
東
福
間
は
、
福
津
市
南
東
部

に
位
置
し
、
昭
和
40
年
代
に
誕
生
し
た

古
い
団
地
で
す
。

　

僭
越
な
が
ら
私
の
仕
事
上
の
体
験
談

で
す
。
ま
ず
私
の
職
務
経
歴
で
す
が
、

１
９
７
９
年
４
月
国
鉄
入
社
、Ｊ
Ｒ
九

州
に
移
行
後
２
０
１
２
年
ま
で
約
33
年

の
勤
続
年
数
を
経
て
退
社
し
ま
し
た
。

国
鉄
、Ｊ
Ｒ
九
州
時
代
の
仕
事
は
保
線

で
線
路
の
凹
凸
を
直
す
の
が
仕
事
で
し

た
。
入
社
か
ら
25
年
が
過
ぎ
た
頃
保
線

の
メ
イ
ン
と
言
え
る
軌
道
管
理
を
担
当

し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
存
在
す
る
文

献
で
は
対
応
出
来
な
い
問
題
点
が
多
発

し
私
を
悩
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で

５
年
の
歳
月
を
か
け
て
膨
大
な
デ
ー
タ

を
分
析
、
検
証
を
経
て
世
界
初
と
な
る

新
し
い
管
理
手
法
を
考
案
、
貴
重
な
資

料
を
完
成
さ
せ
鉄
道
総
合
技
術
研
究
所

に
拝
見
し
て
い
た
だ
き
、「
世
界
を
相

手
に
通
用
し
ま
す
！
」
と
の
コ
メ
ン
ト

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
理
由
は
Ｃ
Ｔ
ス

キ
ャ
ン
と
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
差
こ
れ
が
理
由
で

す
。
尚
研
究
資
料
は
現
在
Ｊ
Ｒ
九
州
の

他
大
手
鉄
道
会
社
４
社
と
土
木
学
会
、

鉄
道
総
合
技
術
研
究
所
の
２
法
人
に
情

報
共
有
し
て
い
ま
す
。
で
は
な
ぜ
何
の

取
柄
も
な
い
私
が
世
界
を
制
す
る
仕
事

が
出
来
た
の
か
？
そ
れ
は
潜
在
能
力
と

言
え
る
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
見
る
こ

と
、
考
え
る
能
力
、
そ
し
て
感
じ
る
能

力
を
向
上
心
に
繋
げ
る
こ
と
で
し
た
。

そ
れ
を
芽
生
え
さ
せ
た
の
が
、
成
長
期

で
も
一
番
重
要
と
い
え
る
中
学
時
代
に

鉄
棒
で
一
番
難
し
い
エ
ビ
上
が
り
が
出

来
た
時
、「
高
場
が
そ
ん
な
こ
と
出
来
る

と
は
思
わ
な
か
っ
た
。見
直
し
た
ぞ
！
」

と
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
に
生
ま
れ
て
初
め
て

褒
め
ら
れ
た
こ
と
で
し
た
。
当
時
の
福

間
中
学
３
年
６
組
が
世
界
に
つ
な
が
る

ル
ー
ツ
で
あ
り
、
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
と

言
え
ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
当

時
の
ク
ラ
ス
の
担
任
や
各
先
生
方
、
同

級
生
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
の
出
会
い
か

ら
45
年
後
に
、「
昭
和
46
年
度
福
間
中

学
校
卒
業
生
還
暦
同
窓
会
」
の
知
ら
せ

が
舞
い
込
ん
で
き
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り

に
会
う
同
級
生
た
ち
や
先
生
方
と
の
同

窓
会
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
し
て
、
と
て
も
楽
し
い
ひ
と
時

で
し
た
。

　

そ
の
後
も
交
流
を
続
け
て
い
ま
す

が
、
昨
年
、
古
希
前
に
「
プ
レ
古
希
同

窓
会
」・
55
年
ぶ
り
の
「
修
学
旅
行
」
を

実
施
し
、
仲
間
た
ち
と
ふ
れ
あ
う
素
晴

ら
し
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

そ
の
際
に
、
あ
る
友
人
が
「
今
、
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
の
事
務
局
を
や
っ
て
お
り
、

仲
間
の
皆
さ
ま
と
楽
し
く
ふ
れ
あ
う
こ

と
が
と
て
も
楽
し
く
、
そ
れ
が
健
康
長

寿
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。」
と
言
っ

た
こ
と
に
、
自
分
の
仕
事
上
の
経
験
が

き
っ
と
役
に
立
つ
の
で
は
な
い
か
と
思

い
、
昭
和
40
年
代
か
ら
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
東
福
間
団
地
に
あ
る
「
東
福
間

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
」
に
入
会
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
出
会
う
た
く
さ
ん
の
皆
さ

ま
方
と
の
ふ
れ
あ
い
を
と
て
も
楽
し
み

に
し
て
お
り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。55

年
ぶ
り
の
修
学
旅
行
写
真

�
（
一
番
右
が
高
場
）
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縦
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縦
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縦
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   ちょっとした見出し

～たてメイン～

縦
書
き
タ
イ
ト
ル

縦
書
き
タ
イ
ト
ル

タ
イ
ト
ル

タ
イ
ト
ル

縦
書
き
タ
イ
ト
ル

タ
イ
ト
ル

令
和
令
和
66
年
度
年
度  

高
齢
者
の
健
康

高
齢
者
の
健
康

づ
く
り
・
生
活
支
援
セ
ミ
ナ
ー

づ
く
り
・
生
活
支
援
セ
ミ
ナ
ー

に
参
加
し
て

に
参
加
し
て

　

福
津
市
シ
ニ
ア
連
合
会

　

福
津
市
シ
ニ
ア
連
合
会

  

副
会
長　

山
田　

宏
子

副
会
長　

山
田　

宏
子

　

12
月
６
日
・
７
日
の
２
日
間
、
全
国
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
で
、霞
が
関
の
全

国
社
会
福
祉
協
議
会
「
灘
尾
ホ
ー
ル
」
で

セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
、
36
都
道
府
県

よ
り
87
名
の
参
加
者
で
し
た
。

　

初
日
、
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
松

島
紀
由
常
務
理
事
よ
り
の
挨
拶
と「
高

齢
者
を
と
り
ま
く
状
況
と
こ
れ
か
ら
の

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
」
に
つ
い
て
の
基
調
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
義
⑴
「
地
域
で
取
り
組
む
健
康
づ

く
り
と
支
え
合
い
」の
テ
ー
マ
で
国
立
女

性
教
育
会
館
萩
谷
奈
津
子
理
事
長
か
ら

の
講
義
で
し
た
。

　

続
い
て
、
栃
木
県
下
野
市
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
長
・
横
浜
市
南
区
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
女
性
部
長
２
人
か
ら
の
事
例

発
表
が
あ
り
、そ
の
後
21
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
情
報
交
換
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

講
義
⑵
１
０
０
歳
を
め
ざ
し
て
自
分

の
足
で
歩
こ
う
！
を
テ
ー
マ
に
、
武
井
正

子
名
誉
教
授
か
ら
の
講
義
。
高
齢
者
の

運
動
不
足
の
影
響
は
関
節
の
動
き
が
悪

く
な
り
、
足
腰
や
大
腿
部
、
臀
部
な
ど
の

筋
肉
が
減
少
し
、
骨
粗
鬆
症
が
進
行
。
静

脈
血
栓
症
に
な
り
や
す
く
、
肺
機
能
、
消

化
機
能
の
低
下
や
起
立
性
低
血
圧
に
な

り
や
す
い
。
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
、「
い

き
い
き
ク
ラ
ブ
体
操
」
は
、、
脳
も
活
性

化
さ
れ
、
大
事
と
の
こ
と
で
、
参
加
者
代

表
で
福
岡
県
老
連
よ
り
参
加
の
３
人
で

会
場
の
壇
上
で
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
講
義
⑶
フ
レ
イ
ル
予
防
を

基
軸
と
し
た
栄
養
ケ
ア
に
つ
い
て
、
講
義

⑷
地
域
医
療
や
医
療
費
の
仕
組
み
に
つ

い
て
、
講
義
⑸
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
の
予

防
に
つ
い
て
な
ど
の
講
義
で
し
た
。

　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
、健
康
づ
く
り
や

地
域
支
え
合
い
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
し

た
５
つ
の
各
講
義
で
は
、日
常
生
活
の
中

で
意
識
を
持
ち
な
が
ら
取
り
組
む
こ
と

の
再
確
認
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国

か
ら
集
ま
っ
た
方
々
と
の
出
会
い
が
あ

り
、
情
報
交
換
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
、
と

て
も
有
意
義
な
２
日
間
で
し
た
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
の
学
び
を
、
今
後
の

活
動
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

安心と信頼のJA葬祭安心と信頼のJA葬祭

家族葬から一般葬まで各種プランをご用意し家族葬から一般葬まで各種プランをご用意し

お葬儀の全てをお手伝いいたしますお葬儀の全てをお手伝いいたします

福津市宮司１丁目５-17
℡　0940-52-4448

野ぎく会館　福津斎場

参加の皆さまと
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福津市シニアクラブ連合会の会員の皆さまへ

お問合せ先　日本ハムマーケティング㈱　　　担当　井関
　　　　　　福岡営業所　電話：092-941-7039　FAX：092-962-3170

特別斡旋販売実施中特別斡旋販売実施中
（ハムギフトも取り扱ってます。）

　

光
陽
台
１
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
昭
和

59
年
４
月
に
光
陽
台
老
人
ク
ラ
ブ
「
光

寿
会
」と
し
て
発
足
し
、そ
の
後
、２
区
、

３
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
が
加
わ
り
光
陽
台

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
し
て
活
動
し
て

き
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
４
月
に
連
合
会
は
解
散

し
、
光
陽
台
１
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
「
光

寿
会
」
も
独
立
し
て
再
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　

平
成
22
年
に
女
性
部
を
設
置
す
る

等
、
組
織
・
体
制
の
改
革
と
ク
ラ
ブ
の

運
営
を
一
新
し
、
同
時
に
会
員
増
強
に

注
力
し
、
平
成
28
年
に
、
光
寿
会
最
大

の
会
員
数
１
０
３
名
の
会
員
を
確
保
し

ま
し
た
が
、
高
齢
化
に
伴
い
現
在
は
75

名
に
減
少
し
ま
し
た
。

　

因
み
に
、
岡
本
連
合
会
長
は
光
寿
会

の
会
長
経
験
者
で
す
。

　

光
寿
会
で
は
、
６
月
か
ら
ほ
ぼ
毎
月

例
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
例
会
は
１

部
で
活
動
報
告
、
今
後
の
活
動
予
定
、

誕
生
会
、
２
部
で
は
音
楽
鑑
賞
、
健
康

講
座
、
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
忘
年
会
、
新

年
会
、花
見
会
等
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

10
月
に
は
日
帰
り
旅
行
を
実
施
し
親
睦

を
深
め
て
い
ま
す
。

　

ラ
ブ
ア
ー
ス
や
社
会
奉
仕
の
日
に
も

多
く
の
会
員
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

８
名
の
会
員
が
子
ど
も
見
守
り
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
公
民
館

活
動
や
自
治
会
の
行
事
等
に
も
積
極
的

に
多
数
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
身
体
を
動
か
し
頭
を
働
か

す
例
会
を
実
施
し
ま
す
。
開
催
時
に
５

分
間
の
フ
レ
イ
ル
体
操
を
、
２
部
で
は

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
、
頭
の
体
操
的
な
項

目
を
実
施
し
、多
く
の
会
員
が
参
加
し
、

楽
し
め
る
様
に
、
８
名
の
役
員
で
知
恵

を
絞
り
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

縦
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縦
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縦
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縦
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縦
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縦
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縦
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縦
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縦
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   ちょっとした見出し
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縦
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タ
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イ
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縦
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タ
イ
ト
ル

単
位
ク
ラ
ブ
紹
介
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介

　

光
陽
台
１
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
光
寿
会

　

光
陽
台
１
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
光
寿
会

  

会
長　

石
橋　

和
義

会
長　

石
橋　

和
義

輪投げの輪はどこへ？

ナイスフォーム！
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社会福祉法人　宗秦会

満 天ケアハウス

自立とプライバシーを尊重し　生きがいあるあなたらしい生活

内　　　科・放 射 線 科
リハビリテーション科

グループホーム
すまいる

　

本
町
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
（
本
町
区
睦

美
会
）
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
本
町
自

治
会
は
、
旧
福
間
町
の
中
枢
を
形
成
し

て
い
ま
し
た
Ｊ
Ｒ
福
間
駅
か
ら
福
間
海

岸
へ
の
通
り
道
に
あ
り
ま
し
た
旧
福
間

町
役
場
の
周
辺
（
現
在
の
福
間
勤
労
者

体
育
セ
ン
タ
ー
、福
間
小
学
校
の
周
辺
）

に
在
り
ま
す
。

　

私
が
居
住
し
ま
し
た
47
年
前
に
は
、

「
本
町
区
老
人
会
」
と
し
て
の
組
織
が

既
に
出
来
て
い
て
、
活
発
な
活
動
が
な

さ
れ
て
い
た
と
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
頃
の
メ
ン
バ
ー
は
活
気
に
充
ち
て

お
元
気
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　

区
の
役
員
に
お
き
ま
し
て
も
殆
ど
の

要
職
で
活
動
さ
れ
て
い
て
、
何
事
に
も

率
先
し
て
区
民
を
引
っ
張
っ
て
お
ら
れ

た
と
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
は
、

停
滞
気
味
で
今
後
は
我
々
が
目
先
を
変

え
、
他
の
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
等
の
活
動
を

参
考
に
目
新
し
い
事
や
ア
イ
デ
ア
を
取

り
入
れ
た
活
動
を
し
て
い
こ
う
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

現
在
の
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
会
員
は
、

引
き
籠
り
的
な
方
が
殆
ど
で
、
そ
の
会

員
を
如
何
に
お
も
て
に
引
っ
張
り
出
す

こ
と
が
出
来
る
か
役
員
そ
の
他
に
知
恵

を
絞
っ
て
い
た
だ
い
て
、
外
に
出
る
よ

う
に
仕
向
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
例
え
ば
月
に
一
度
は
室
内
で

出
来
る
軽
運
動
や
ゲ
ー
ム
等
を
定
期
的

に
採
用
し
、
少
し
で
も
外
の
空
気
を
味

わ
っ
て
い
た
だ
い
て
、
外
出
の
楽
し
さ

を
経
験
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
子
ど
も
会
な

ど
小
学
生
を
巻
き
込
ん
で
共
同
作
業
的

な
事
も
取
り
入
れ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

他
の
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ま
、
良
い
ア
イ

デ
ア
が
有
り
ま
し
た
ら
本
町
区
睦
美
会

の
弘
迄
ご
一
報
い
た
だ
け
ま
せ
ん
で

し
ょ
う
か
。

（ 
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０
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和
志

会
長　

弘　
　

和
志

本町区シニアクラブの皆さん
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堅
川
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

　

堅
川
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

  

会
長　

川
島　

道
俊

会
長　

川
島　

道
俊

　

堅
川
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
が
活
動
し
て
い

る
堅
川
自
治
会
は
、
福
津
市
の
北
西
部

に
位
置
し
て
お
り
、
カ
ブ
ト
ガ
ニ
な
ど

の
希
少
生
物
が
数
多
く
生
息
し
、
全
世

界
に
数
千
羽
し
か
い
な
い
と
言
わ
れ
て

い
る
ク
ロ
ツ
ラ
ヘ
ラ
サ
ギ
が
越
冬
に
訪

れ
る
こ
と
で
有
名
な
津
屋
崎
干
潟
に
隣

接
す
る
約
80
世
帯
の
小
さ
な
団
地
で
す
。

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
が
楽
し
く
活
動
し
て

い
る
拠
点
は
、
自
治
会
内
に
あ
っ
て
皆

が
徒
歩
で
い
け
る
「
堅
川
公
民
館
」
で

す
が
、
平
成
25
年
に
前
の
公
民
館
を
解

体
し
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
完
備
の
新
し
い

公
民
館
が
平
成
26
年
に
完
成
し
た
の

を
き
っ
か
け
に
、
健
康
サ
ロ
ン
や
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
を
結
成
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
麻
雀
な
ど
、
月
６
回
以
上
楽
し

く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
麻
雀
は

大
人
気
で
、
月
６
回
の
活
動
の
他
に
も

４
人
以
上
集
ま
れ
ば
、
雀
卓
を
囲
み
、

和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

以
前
に
、
台
風
が
福
岡
県
に
初
上
陸

し
た
時
も
、
一
人
住
ま
い
の
高
齢
者
数

人
が
不
安
で
公
民
館
に
集
ま
り
ま
し
た

が
、
台
風
に
怯
え
る
よ
り
も
楽
し
く
避

難
し
よ
う
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
麻

雀
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

会
長
に
な
る
の
は
４
年
ぶ
り
の
復
活

で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
楽
し
い
活
動
を

堅
川
だ
け
で
は
な
く
、
隣
接
す
る
自
治

会
の
高
齢
者
の
皆
さ
ま
と
連
携
し
な
が

ら
楽
し
ん
で
い
き
た
い
な
あ
と
い
つ

も
思
っ
て
お
り
、
先
日
も
、
岡
の
三
や

北
の
一
・
二
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
上

西
郷
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
吉
武
女
性
部
長

と
久
末
の
的
場
さ
ん
に
よ
る
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
横
の
公

園
で
遊
ん
で
い
た
子
ど
も
た
ち
も
一
緒

に
な
っ
て
マ
ジ
ッ
ク
教
室
を
楽
し
み
ま

し
た
。マ

ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
の
様
子

吉
武
さ
ん
と
的
場
さ
ん
が
、
子
ど
も
た
ち

に
マ
ジ
ッ
ク
の
手
順
を
教
え
て
い
ま
す
。

（13）第40号 令和７年７月吉日福津市シニアクラブ連合会 会報



「宮司地区・津屋崎地区・西福間地区」配達しています。詳しくはお電話ください。

 地域のお野菜・生鮮食品お弁当など取り扱っています！

「
健
康
講
演
会
」を

「
健
康
講
演
会
」を

　
　
　
　

開
催
し
ま
し
た

　
　
　
　

開
催
し
ま
し
た

　

令
和
６
年
度
後
期
の
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
健
康
長
寿
に
欠
か
せ
な
い
「
健
康
」

に
つ
い
て
み
ん
な
で
考
え
よ
う
と
、
市

連
合
会
主
催
「
健
康
講
演
会
」
を
２
月

８
日
（
土
）
午
後
２
時
か
ら
福
津
市
カ

メ
リ
ア
ス
テ
ー
ジ
２
Ｆ
「
大
研
修
室
」
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、
令
和
６
年
10
月
に
開
催

さ
れ
た
「
福
岡
県
老
人
ク
ラ
ブ
女
性

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」
で
講
演
し
、
参
加

さ
れ
た
福
岡
県
内
の
女
性
会
員
の
皆
さ

ん
が
「
と
て
も
為
に
な
っ
た
」
と
絶
賛

さ
れ
た
、
福
岡
国
際
医
療
福
祉
大
学
医

療
学
部
作
業
療
法
学
科
の
佐
野
伸
之
氏

を
お
迎
え
し
、「
①
フ
レ
イ
ル
と
そ
の

分
類
に
つ
い
て
②
認
知
症
フ
レ
イ
ル
と

そ
の
予
防
に
つ
い
て
③
認
知
機
能
向
上

に
向
け
た
実
践
に
つ
い
て
」
を
と
て
も

詳
し
く
、
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い

た
だ
き
、
会
場
を
埋
め
尽
く
し
た
会
員

の
皆
様
は
大
き
く
う
な
ず
い
て
い
ま
し

た
。

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
を

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
を

　
　
　
　

開
催
し
ま
し
た

　
　
　
　

開
催
し
ま
し
た

　

令
和
７
年
３
月
ま
で
に
、
神
興
・
神

興
東
地
区
以
外
の
５
地
区
で
ブ
ロ
ッ
ク

会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

高
齢
者
が
増
え
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
単
位
ク
ラ
ブ
や
会
員
数
が
減
っ

て
い
る
こ
と
は
、
福
津
市
だ
け
で
は
な

く
全
国
の
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
（
老
人
ク
ラ

ブ
）の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

人
生
１
０
０
年
時
代
と
な
っ
て
い
る

現
代
社
会
に
お
い
て
、
人
生
を
大
い
に

楽
し
む
こ
と
が
健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ

と
に
つ
な
が
る
こ
と
は
医
学
的
に
も
統

計
的
に
も
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
人
生
を
大
い
に
楽
し
む
こ
と
に

は
仲
間
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
も
証
明

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
仲
間
づ
く
り
に

は
、
身
近
に
あ
る
単
位
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

が
ベ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
、

そ
の
た
め
に
は
ど
の
よ
う
に
し
て
伝
え

て
い
く
の
が
良
い
か
熱
心
に
話
し
合

い
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
が
と
て
も
楽
し
く

メ
リ
ッ
ト
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
こ
と
を
口

コ
ミ
で
拡
げ
て
い
く
と
同
時
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
団
体
等
と
連
携
し
て
く
こ
と
を

再
確
認
し
た
会
議
と
な
り
ま
し
た
。

会場の様子 佐野伸之氏による講演
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３
月
１
日
（
土
）
福
間
南
郷
づ
く
り

が
主
催
し
た
「
ク
リ
ー
ン
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
大
会
（
文
化
財
め
ぐ
り
）」
に
参
加
し

ま
し
た
。

　

こ
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は
、
福
間
南
地

域
に
あ
る
６
ヶ
所
の
文
化
財
を
巡
り
な

が
ら
、
コ
ー
ス
上
に
落
ち
て
い
る
ゴ
ミ

を
拾
い
、
運
動
と
清
掃
を
両
立
す
る
イ

ベ
ン
ト
で
し
た
。

　

福
津
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
か
ら

も
約
50
名
参
加
し
て
、
日
頃
の
運
動
不

足
を
実
感
し
な
が
ら
も
仲
間
た
ち
と
楽

し
く
会
話
し
な
が
ら
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

に
汗
を
か
き
な
が
ら
の
ん
び
り
と
地
域

の
文
化
財
の
大
切
さ
を
改
め
て
実
感
し

た
一
日
で
し
た
。

縦
書
き
タ
イ
ト
ル

縦
書
き
タ
イ
ト
ル

縦
書
き
タ
イ
ト
ル

縦
書
き
タ
イ
ト
ル

番
号
付
き
タ
イ
ト
ル

縦
書
き
タ
イ
ト
ル

縦
書
き
タ
イ
ト
ル

縦
書
き
タ
イ
ト
ル

縦
書
き
タ
イ
ト
ル

縦
書
き
タ
イ
ト
ル

縦
書
き
タ
イ
ト
ル

縦
書
き
タ
イ
ト
ル

縦
書
き
タ
イ
ト
ル

縦
書
き
タ
イ
ト
ル

縦
書
き
タ
イ
ト
ル

縦
書
き
タ
イ
ト
ル

縦
書
き
タ
イ
ト
ル

① 縦
書
き
タ
イ
ト
ル

縦
書
き
タ
イ
ト
ル

縦
書
き
タ
イ
ト
ル

縦
書
き
タ
イ
ト
ル

縦
書
き
タ
イ
ト
ル

縦
書
き
タ
イ
ト
ル

縦
書
き
タ
イ
ト
ル

   ちょっとした見出し

～たてメイン～

縦
書
き
タ
イ
ト
ル

縦
書
き
タ
イ
ト
ル

タ
イ
ト
ル

タ
イ
ト
ル

縦
書
き
タ
イ
ト
ル

タ
イ
ト
ル

福
間
南
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
に

福
間
南
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
に

  

参
加
し
て

参
加
し
て

　　
  

事
務
局
長

事
務
局
長　

川
島　

道
俊

　

川
島　

道
俊
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第
40
回　

福
津
市

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

　

令
和
７
年
５
月
14
日
（
水
）、
な
ま
ず

の
郷
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、

第
40
回
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
月
に
し
て
は
強
い
日
差
し
の
中
、

１
１
７
名
の
選
手
が
参
加
し
て
、
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
思
う
存
分
発
揮
、
熱

戦
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

結
果
、
星
ヶ
丘
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
高

山
末
彦
さ
ん
が
見
事
優
勝
さ
れ
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

最
高
年
齢
賞
（
福
岡
県
知
事
賞
）

男
性
：
佐
藤　

進
さ
ん
（
原
町
３
区
）

女
性
：
林　

幸
子
さ
ん
（
緑
町
）

準備運動開会式

準優勝�奥園氏、優勝�高山氏、第３位�城野氏（左から）

最高年齢賞のお二人

順　位 氏　名 所　属 スコア 1打 2打 3打
優　勝 高山　末彦 星 ヶ 丘 69 2 18 11
準優勝 奥園　清治 原 町 ３ 73 3 9 19
第３位 城野加代子 四 角 74 4 5 18
第４位 土屋　光由 若 木 台 74 1 17 14
第５位 沖　　順子 星 ヶ 丘 76 3 11 13
第６位 吉柳　友一 両 谷 78 2 10 18
第７位 古山　和弥 星 ヶ 丘 78 0 18 24
第８位 副島とみ子 東 福 間 79 1 16 13
第９位 岡本　頴和 光陽台１ 79 1 15 15
第10位 土屋　慶子 若 木 台 79 1 14 16

第40号（16）令和７年７月吉日 福津市シニアクラブ連合会 会報



第
９
回　

福
津
市

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
催

　

令
和
７
年
６
月
１
日
（
日
）、
津
屋
崎

体
育
セ
ン
タ
ー
で
第
９
回
ス
カ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当

日
は
、
32
チ
ー
ム
１
６
０
名
の
選
手
の

皆
さ
ん
が
参
加
し
て
団
体
戦
や
個
人
戦

で
熱
戦
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

日
頃
の
練
習
成
果
を
発
揮
す
る
方
、
参

加
す
る
こ
と
に
意
義
あ
り
の
方
、
初
め

て
挑
戦
す
る
方
と
色
々
な
方
々
が
集
ま

り
盛
り
上
が
っ
た
大
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

１
チ
ー
ム
５
名
で
、
組
み
合
わ
せ
通

り
３
回
戦
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
終
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

［
団
体
戦
］

優　

勝　

通
り
堂
Ｂ

準
優
勝　

両
谷

第
３
位　

原
町
２
区

［
個
人
戦
］

優　

勝　

阿
部　

博
明
（
光
陽
台
３
）

準
優
勝　

野
間
口
建
次
（
四
角
）

第
３
位　

大
野　

郁
子
（
通
り
堂
Ｂ
）

団体　３位
原町２区

団体　準優勝
両谷

団体　優勝
通り堂Ｂ

個人入賞の皆さん（左から）
第３位�大野氏、優勝�阿部氏、準優勝�野間口氏

⃝　熱戦の様子　⃝
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福
津
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

福
津
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

第
６
回
カ
ラ
オ
ケ
大
会
開
催

　

第
６
回
カ
ラ
オ
ケ
大
会
開
催

 

              第  ６  回 

カラオケ大会 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜＜連連絡絡ととおお願願いい事事項項＞＞  

      １１．．出出演演者者はは予予定定時時間間のの３３００分分前前ままででにに集集合合ししててくくだだささいい。。  

            ２２．．当当日日はは１１曲曲２２ココーーララススととななりりまますすののででごご了了承承くくだだささいい。。  

            ３３．．当当日日のの曲曲目目変変更更ははででききまませせんんののででごご了了承承くくだだささいい。。  

            ４４．．食食事事、、飲飲みみ物物はは各各自自でで御御持持参参くくだだささいい。。  

            ５５．．ススリリッッパパかか上上履履ききをを各各自自ででごご持持参参くくだだささいい。。  

  

  

 

日時 ： 20２５年２月１６日(日) 

           開場 ９：３０  開演 １０：００ 

場所 ： 福津市健康福祉センター 

          ふくとぴあ (健康プラザ) 

 

　

２
月
16
日
（
日
）
ふ
く
と
ぴ
あ
「
健
康

プ
ラ
ザ
」
で
第
６
回
カ
ラ
オ
ケ
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
日
曜
の
朝
９
時
開

場
に
も
か
か
わ
ら
ず
大
勢
の
方
々
が
来

場
さ
れ
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。
舞
台

で
は
午
前
の
部
と
午
後
の
部
に
分
か
れ

て
、
今
回
も
舞
踊
や
コ
―
ラ
ス
、
カ
ラ
オ

ケ
と
80
名
の
方
が
多
彩
な
芸
を
披
露
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
会
終
了
後
に
は
、
舞
台
を
華
や
か

に
盛
り
上
げ
て
く
れ
た
花
小
鉢
を
抽
選

で
ご
来
場
の
方
々
に
差
し
上
げ
ま
し
た
。

　

来
年
よ
り
年
２
回
開
催
も
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。
毎
回
大
勢
の
方
々
が
出

演
し
て
大
会
を
盛
り
上
げ
て
頂
け
る
こ

と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

開会式の様子コーラスは賑やかです

予定時間 順番 クラブ名 氏　名 曲　名 歌手名 キー
10：15 1 緑　町 緑町カラオケ合唱サークル 南国土佐をあとにして ペギー葉山

2 中野　慎一 なかのしんいち 愁風小倉城 村田　英雄
3 東福間 成富　勝義 なりどみかつよし さざんかの宿 大川　栄策
4 有弥の里 塚田　有希 つかだゆうき めぐり逢い紡いで 大塚　博堂
5 関岡加代子 せきおかかよこ 栄光の架け橋 ゆず -4

10：40 6 四角 四角合唱サークル みかんの花咲く丘 川田　正子
7 城野　正雄 きのまさお 川 北島　三郎
8 大和１ 春日和壽子 かすがかずこ 悲しい酒 美空ひばり
9 松岡　輝男 まつおかてるお 昭和・平成・令和を生きる 森　　進一

10 前田サツキ まえださつき 河内おとこ節 中村美律子
11：05 11 瓜生　隆弘 うりゅうたかひろ あ々人生に涙あり 里見浩太朗

12 上西郷 井上　淳司 いのうえじゅんじ 夫婦みち オーロラ輝子
13 吉武三重子 よしたけみえこ 石狩挽歌 北原ミレイ

14
藤井八重子 ふじいやえこ 居酒屋

（デュエット）
五木ひろし

合田　静雄 ごうだしずお 木の実ナナ
11：25 15 藤原　　茂 ふじはらしげる 無法松の一生（度胸千両入り） 村田　英雄

16 若木台 塚本　隆司 つかもとたかし イヨマンテの夜 伊藤　久男
17 林田公美子 はやしだくみこ 人生花結び 北川　大介 -1
18 林田　健介 はやしだけんすけ 吾亦紅 杉本まさと
19 山本　伸子 やまもとのぶこ サヨナラをあげる クミコ

11：45 20 村元　惠子 むらもとけいこ 昭和の歌など聴きながら 八代　亜紀
21 原町３ 井上　國治 いのうえくにはる 南部蝉しぐれ（民謡入り） 福田こうへい -2
22 富永　克子 とみながかつこ 夜明の翼 ひとみ
23 山本としえ やまもととしえ 風の追分みなと町 金田たつえ -1
24 樫根　わ子 かしねわこ 愛燦燦 美空ひばり

昼食・休憩　（４０分間）
12：45 25 宮司サークル日本舞踊（浜田、盛田、杉岡） 花笠音頭 CD

26 宮司サークル 関　　敏幸 せきとしゆき 博多ぶるーす 北山たけし
27 田中　幸光 たなかゆきみつ 群青 谷村　新司
28 福田　宏之 ふくだひろゆき 路地あかり 北山たけし -1
29 松島　可南 まつしまかな ひばりの渡り鳥だよ 美空ひばり
30 盛田よし子 もりたよしこ 港酒 キム・ヨンジャ

13：15 31 宮司サークル日本舞踊（浜田昌子） 正調博多節 CD

予定時間 順番 クラブ名 氏　名 曲　名 歌手名 キー
32 宮司サークル 井上　悦子 いのうええつこ 空港 テレサ・テン
33 酒井　淳子 さかいじゅんこ 涙を抱いた渡り鳥 水前寺清子
34 島　　弘子 しまひろこ みだれ髪 美空ひばり
35 宮司サークル 田鍋　正徳 たなべまさのり 春待ち草 走　　祐介

13：40 36 宮司三 杉岡　勝代 すぎおかかつよ 愛をありがとう 松原のぶえ
37 本町 岩田　靖子 いわたやすこ 女の港 大月みや子
38 伊飼　順子 いかいじゅんこ おゆき 内藤　国雄 -3
39 松岡　信一 まつおかしんいち 紅い花 ちあきなおみ
40 福井　範子 ふくいのりこ 紅の傘 大月みや子

14：00 41 佐野なをみ さのなおみ 熊本城 水前寺清子
42 光陽台２ 玉来　秀久 たまらいひでひさ 鯱 鳥羽　一郎
43 藤河　　正 ふじかわただし 夜の銀狐 斉条　史朗
44 山内　弘造 やまうちこうぞう 紅い花 五木ひろし
45 北川　勝喜 きたがわかつき 筑紫の月 （歌謡吟詠）

14：20 46 宮司浜 石津　清博 いしずきよひろ 長崎の鐘 藤山　一郎
47 松崎志女子 まつざきしめこ 雪国～駒子　その愛～ 坂本　冬美
48 秋吉サダ子 あきよしさだこ ノラ 門倉　有希 -2
49 本間　　厚 ほんまあつし 昴 谷村　新司
50 中島　トミ なかしまとみ 有明月夜 水田　竜子 -2

14：40 51 江頭　洋子 えがしらようこ 空港 テレサ・テン
52 宮司 石津　安子 いしずやすこ 瞼の母 中村美律子
53 阿部　　学 あべまなぶ 男はつらいよ 渥美　　清
54 石津　輝海 いしつてるみ あこがれのハワイ航路 岡　　晴夫
55 宮司三 吉川　富雄 よしかわとみお 海の防人 鳥羽　一郎

15：00 56 光陽台３ 古賀　久行 こがひさゆき 太陽は燃えている エンベルベルト
フンバーデック -1

57 仲光　　豊 なかみつゆたか 無法松の一生（度胸千両入り） 村田　英雄
58 光陽台１ 松崎　義和 まつざきよしかず 無条件 川崎　麻世
59 古賀　　潔 こがきよし 最後の恋人 池田　一男
60 末武　仁志 すえたけひとし ハナミズキ 徳永　英明

15：20 61 田村信一郎 たむらしんいちろう 夢でいいから たくみ稜
62 梶原　昌幸 かじはらまさゆき 夕陽燦燦 五木ひろし

お楽しみ抽選会

●●● 第６回 カラオケ大会プログラム ●●●
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平
成
21
年
１
月
５
日
に
「
宗
像
・
沖
ノ

島
と
関
連
遺
産
群
」
が
ユ
ネ
ス
コ
世
界

遺
産
暫
定
一
覧
表
に
記
載
さ
れ
た
こ
と

を
記
念
し
て
、
平
成
21
年
２
月
28
日
に

福
津
市
文
化
会
館
カ
メ
リ
ア
ホ
ー
ル
に

お
い
て
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
、高
市
皇
子
や
長
屋
王
な
ど
古

代
史
関
連
の
優
れ
た
作
品
を
描
か
れ
て

い
る
漫
画
家
里
中
満
智
子
さ
ん
を
お
招

き
し
、「
天
武
天
皇
・
高
市
皇
子
と
宗
像

氏
」に
つ
い
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

里
中
満
智
子
さ
ん
は
、
講
演
の
中
で
、

「
天
武
天
皇
は
日
本
の
天
皇
の
中
で
も
最

強
の
天
皇
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
天

武
天
皇
が
皇
子
時
代
の
日
本
は
中
国
か

ら
の
圧
力
に
懸
命
に
闘
っ
て
い
る
時
代

で
、
白
村
江
の
戦
い
で
惨
敗
し
、
国
防
に

力
を
入
れ
る
た
め
に
玄
界
灘
を
制
覇
し

て
い
た
宗
像
氏
と
手
を
組
む
こ
と
が
不

可
欠
で
し
た
。
そ
こ
で
、
天
武
天
皇
に
宗

像
君
徳
善
の
娘
尼
子
が
嫁
ぎ
、
第
一
子
と

し
て
高
市
皇
子
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

高
市
皇
子
は
天
武
天
皇
の
第
一
子
と

し
て
、天
智
天
皇
の
子
大
友
皇
子
と
の
争

い
で
あ
っ
た「
壬
申
の
乱
」
の
総
大
将
と

し
て
活
躍
し
、天
武
天
皇
即
位
に
貢
献
し

縦
書
き
タ
イ
ト
ル

縦
書
き
タ
イ
ト
ル

縦
書
き
タ
イ
ト
ル

縦
書
き
タ
イ
ト
ル

番
号
付
き
タ
イ
ト
ル

縦
書
き
タ
イ
ト
ル

縦
書
き
タ
イ
ト
ル

縦
書
き
タ
イ
ト
ル

縦
書
き
タ
イ
ト
ル

縦
書
き
タ
イ
ト
ル

縦
書
き
タ
イ
ト
ル

縦
書
き
タ
イ
ト
ル

縦
書
き
タ
イ
ト
ル

縦
書
き
タ
イ
ト
ル

縦
書
き
タ
イ
ト
ル

縦
書
き
タ
イ
ト
ル

縦
書
き
タ
イ
ト
ル

① 縦
書
き
タ
イ
ト
ル

縦
書
き
タ
イ
ト
ル

縦
書
き
タ
イ
ト
ル

縦
書
き
タ
イ
ト
ル

縦
書
き
タ
イ
ト
ル

縦
書
き
タ
イ
ト
ル

縦
書
き
タ
イ
ト
ル

   ちょっとした見出し

～たてメイン～

縦
書
き
タ
イ
ト
ル

縦
書
き
タ
イ
ト
ル

タ
イ
ト
ル

タ
イ
ト
ル

縦
書
き
タ
イ
ト
ル

タ
イ
ト
ル

宗
像
大
宮
司
徳
善
の
つ
ぶ
や
き
⑤

宗
像
大
宮
司
徳
善
の
つ
ぶ
や
き
⑤

事
務
局
長

事
務
局
長　　
川
島　

道
俊

川
島　

道
俊

ま
し
た
。

　

天
武
天
皇
崩
御
後
も
天
武
天
皇
の
妻

持
統
天
皇
を
補
佐
し
、日
本
初
の
都
市
計

画「
藤
原
京
」
を
建
設
し
ま
し
た
。
天
武

天
皇
の
第
一
子
と
い
う
こ
と
で
実
力
的
に

も
人
気
的
に
も
天
皇
候
補
者
で
は
あ
っ

た
の
で
す
が
、当
時
の
天
皇
は
母
親
が
皇

族
で
あ
る
こ
と
が
条
件
で
し
た
の
で
、ナ

ン
バ
ー
２
に
甘
ん
じ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
高
市
皇
子
の
活
躍
は
、万
葉
集
の

最
大
歌
人
で
あ
る
柿
本
人
麻
呂
が
、万
葉

集
の
中
で
最
高
傑
作
と
い
わ
れ
て
い
る

「
挽
歌
」で
見
事
に
歌
い
上
げ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
万
葉
集
は
、
世
界
に
誇
る
歌
集

で
、
天
皇
か
ら
一
般
の
人
々
ま
で
差
別
す

る
こ
と
な
く
列
記
し
て
い
る
歌
集
で
、そ

の
中
に
高
市
皇
子
や
長
屋
王
の
歌
も
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
高
市
皇
子
は
、
僅
か
三
首

し
か
歌
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
も
永
い

間
想
い
続
け
て
き
た
と
さ
れ
て
い
る
十

市
姫
女
（
天
武
天
皇
と
額
田
王
の
間
に

生
ま
れ
た
姫
で
大
友
皇
子
の
妻
）
が
亡

く
な
っ
た
時
に
歌
っ
た
歌
三
首
の
み
で
、

そ
の
後
は
一
切
歌
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ

の
中
で
私
が
好
き
な
一
首
を
紹
介
し
ま

す
。
～
山
吹
の
た
ち
よ
そ
ひ
た
る
山
清

水
酌
み
に
行
か
め
ど
道
の
知
ら
な
く（
山

吹
の
花
が
美
し
く
飾
っ
て
あ
る
山
泉
に

行
っ
て
、
蘇
ら
せ
た
い
け
れ
ど
道
が
わ
か

ら
な
い
）～

　

高
市
皇
子
の
第
一
子
長
屋
王
は
、
父

高
市
皇
子
と
同
じ
よ
う
に
ナ
ン
バ
ー
２

と
し
て
活
躍
を
し
て
い
き
ま
す
が
、父
と

違
っ
て
母
が
皇
族
で
し
た
の
で
、天
皇
条

件
を
満
た
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
が

後
の
悲
劇
に
つ
な
が
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　

何
か
当
時
を
見
て
き
た
よ
う
な
話
を

し
て
い
ま
す
が
、
私
な
り
に
勉
強
し
て
、

高
市
皇
子
と
長
屋
王
の
こ
と
を
描
い
て

い
ま
す
の
で
、
ど
う
か
そ
れ
を
読
ん
で
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

持
統
天
皇
物
語
で
尼
子
娘
か
ら
高
市
皇

子
、
長
屋
王
が
詳
し
く
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

長
屋
王
の
生
涯
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
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福
津
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

　
　
　
　
　
役
員
名
簿
　
　

 

（
令
和
七
年
四
月
一
日
現
在
）

〈
本
部
役
員
〉

　
　
　

会　
　

長　
　

岡
本　

頴
和

　
　
　

副 

会 

長　
　

松
原　

秀
治

　
　
　

副 

会 

長　
　

合
田　

静
雄

　
　
　

副 

会 

長　
　

山
田　

宏
子

　
　
　

事
務
局
長　
　

川
島　

道
俊

　
　
　

事
務
局
次
長　
　

吉
川　

富
雄

　
　
　

会　
　

計　
　

山
田　

宏
子

〈
理
　
事
〉

　
　
　

猿
渡　

健
彦
（
福
間
）

　
　
　

大
石　

敬
二
（
福
間
南
）

　
　
　

合
田　

静
雄
（
上
西
郷
）

　
　
　

大
坪　

啓
介
（
神
興
）

　
　
　

国
武　

好
春
（
神
興
東
）

　
　
　

安
部　

克
博
（
津
屋
崎
）

　
　
　

吉
川　

富
雄
（
宮
司
）

　
　
　

吉
村　

仁
子
（
福
間
南
）

　
　
　

伊
飼　

順
子
（
福
間
）

　
　
　

花
田　

良
子
（
津
屋
崎
）

　
　
　

長
田　

桂
子
（
宮
司
）

〈
監
事
〉

　
　
　

山
内　

弘
造
（
光
陽
台
２
）

　
　
　

本
間　
　

厚
（
宮
司
浜
）

〈
単
位
ク
ラ
ブ
会
長
〉

　
　
　

猿
渡　

健
彦
（
花
見
１
・
２
）

　
　
　

山
見　

保
雄
（
花
見
３
・
４
）

　
　
　

中
野　

愼
一（
緑
町
）

　
　
　

弘　
　

和
志
（
本
町
）

　
　
　

瓜
生　

隆
弘
（
大
和
１
）

　
　
　

石
川　

健
児
（
大
和
２
）

　
　
　

久
壽　

真
一（
西
福
間
５
）

　
　
　

齋
藤　

和
行
（
四
角
）

　
　
　

池
田　

典
彦
（
両
谷
）

　
　
　

幸
坂　

正
昭
（
原
町
１
）

　
　
　

芳
賀　

和
明
（
原
町
２
）

　
　
　

吉
原　

隆
信
（
原
町
３
）

　
　
　

大
石　

敬
二
（
有
弥
の
里
２
）

　
　
　

石
橋　

和
義
（
光
陽
台
１
）

　
　
　

山
内　

弘
造
（
光
陽
台
２
）

　
　
　

萩
原　

清
美
（
光
陽
台
３
）

　
　
　

岡　
　

栄
興
（
畦
町
）

　
　
　

合
田　

静
雄
（
上
西
郷
）

　
　
　

鋤
田　
　

勝
（
手
光
）

　
　
　

大
坪　

啓
介
（
東
福
間
）

　
　
　

國
武　

好
春
（
通
り
堂
）

　
　
　

後
藤　

好
男
（
津
丸
）

　
　
　

藤
原　

信
行
（
久
末
）

　
　
　

末
武　

昭
憲
（
若
木
台
）

　
　
　

安
部　

克
博
（
在
自
）

　
　
　

森
田　

雄
二
（
東
町
一
区
）

　
　
　

寺
島　

龍
海
（
東
町
二
区
）

　
　
　

花
田　

哲
也
（
天
神
町
）

　
　
　

松
原　

秀
治
（
新
町
）

　
　
　

永
島　

紀
子
（
北
の
二
）

　
　
　

前
原　

康
弘
（
新
東
区
）

　
　
　

川
島　

道
俊
（
竪
川
）

　
　
　

松
尾　

宏
介
（
宮
司
）

　
　
　

本
間　
　

厚
（
宮
司
浜
）

　
　
　

吉
川　

富
雄
（
宮
司
三
）

　
　
　

高
山　

末
彦
（
星
ヶ
丘
）

〈
単
位
ク
ラ
ブ
女
性
部
長
〉

　
　
　

新
宮
千
佳
子
（
花
見
１
・
２
）

　
　
　

永
濱　

幸
子
（
花
見
３
・
４
）

　
　
　

廣
渡　

春
江
（
緑
町
）

　
　
　

伊
飼　

順
子
（
本
町
）

　
　
　

井
手
口
美
和
（
大
和
１
）

　
　
　

泉　

つ
や
子
（
大
和
２
）

　
　
　

千
々
和
信
子
（
西
福
間
５
）

　
　
　

城
野
加
代
子
（
四
角
）

　
　
　

土
井
富
純
子
（
両
谷
）

　
　
　

藤
田　

公
子
（
原
町
１
）

　
　
　

山
田　

宏
子
（
原
町
２
）

　
　
　

吉
原
久
美
子
（
原
町
３
）

　
　
　

関
岡
加
代
子
（
有
弥
の
里
２
）

　
　
　

吉
村　

仁
子
（
光
陽
台
１
）

　
　
　

吉
水
満
理
子
（
光
陽
台
２
）

　
　
　

西
村　

豊
子
（
光
陽
台
３
）

　
　
　

日
高　

伸
子
（
畦
町
）

　
　
　

吉
武
三
重
子
（
上
西
郷
）

　
　
　

井
本　

武
子
（
手
光
）

　
　
　

林　
　

幸
子
（
東
福
間
）

　
　
　

大
野　

郁
子
（
通
り
堂
）

　
　
　

藤
田　

禮
子
（
津
丸
）

　
　
　

的
場　

博
子
（
久
末
）

　
　
　

春
口　

弘
子
（
若
木
台
）

　
　
　

常
軒
美
由
紀
（
在
自
）

　
　
　

吉
村　

和
江
（
東
町
二
区
）

　
　
　

花
田　

良
子
（
天
神
町
）

　
　
　

堀　
　

直
美
（
新
町
）

　
　
　

福
森　

園
枝
（
北
の
二
）

　
　
　

早
川
寿
美
子
（
新
東
区
）

　
　
　

井
上　

珠
子
（
竪
川
）

　
　
　

長
田　

桂
子
（
宮
司
浜
）

　
　
　

中
島　

文
子
（
宮
司
三
）

　
　
　

茂
内
倭
文
子
（
星
ヶ
丘
）
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[ 文化広報部 ]
氏　　名 地　区 所属クラブ

部 長 塚田　有希 福間南 有弥の里２

副 部 長 川島　道俊 津屋崎 堅 川

委 員 岡本　頴和 福間南 光 陽 台 １

委 員 合田　静雄 上西郷 上 西 郷

委 員 山田　宏子 福間南 原 町 ２

委 員 吉川　富雄 宮 司 宮 司 ３

[ 健康維持部 ]
氏　　名 地　区 所属クラブ

部 長 大石　敬二 福間南 有弥の里２

副 部 長 秦　　正捷 神興東 通 り 堂

委 員 高山　末彦 宮 司 星 ヶ 丘

委 員 池田　典彦 福間南 両 谷

委 員 猿渡　健彦 福 間 花見１・２区

委 員 寺島　龍海 津屋崎 東 町 ２

委 員 松原　秀治 津屋崎 新 町

委 員 高田加代子 宮 司 宮 司

委 員 福永　三枝 宮 司 星 ヶ 丘

[ 女性部 ]
氏　　名 地　区 所属クラブ

部 長 花田　良子 津屋崎 天 神 町

副 部 長 吉村　仁子 福間南 光 陽 台 １

委 員 伊飼　順子 福 間 本 町

委 員 長田　桂子 宮 司 宮 司 浜

委 員 山田　宏子 福間南 原 町 ２

[ 福祉部 ]
氏　　名 地　区 所属クラブ

部 長 萩原　清美 福間南 光 陽 台 ３

副 部 長 山内　弘造 福間南 光 陽 台 ２

委 員 梶原　昌幸 福間南 光 陽 台 １

委 員 吉水満理子 福間南 光 陽 台 ２

委 員 西村　豐子 福間南 光 陽 台 ３

専門部会名簿専門部会名簿（2025.4.1現在）（2025.4.1現在）
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会報41号（2026年１月発行）

原　稿　募　集
広報誌に掲載する原稿を募集しています。
クラブ活動紹介、旅行、体験談、健康法、
文芸（俳句、短歌、川柳、詩）、随筆（800字以内）
趣味などジャンルは何でも結構です。

皆様のご投稿をお待ちしております！
締切は2025年10月末です。

～投稿にあたって～
・ 原稿には氏名・所属クラブ名・連絡先を明記して

ください。
・ 紙面の都合上、一部修正させていただくことがあ

りますので、ご了承ください。
・原稿は締切日までに事務局へご提出ください。

〒811-3224 福津市手光2222番地　福津市中央公民館内
福津市シニアクラブ連合会　☎0940-72-6565

○
お
く
れ
毛
を
微
か
に
ゆ
ら
す
初
夏
の
風

○
ひ
と
と
せ
の
月
日
の
早
さ
初
夏
光
る

�

森
脇　

一
枝
（
九
六
才
）

○
月
見
草
岸
の
小
路
の
ほ
の
灯
り

○
花
菖
蒲
や
し
ろ
の
庭
の
空
の
下

�

堀　

三
日
月

○
八
重
藤
の
甘
き
香
り
を
羽
織
り
け
り

○
葉
桜
に
憩
い
て
憩
う
人
を
見
て

�

有
島　

洋
子

○
ド
リ
ッ
プ
の
珈
琲
淹
れ
る
若
葉
寒

○
解
体
の
家
に
カ
タ
バ
ミ
花
開
く

�

花
田　

碧
峰

○
木
々
濡
ら
し
力
溜
め
こ
む
梅
雨
の
昼

○
玄
関
に
活
け
た
る
百
合
や
心
澄
み

�

佐
藤　

碧
晶

○
作
り
お
る
義
母
の
指
南
の
伽
羅
蕗
や

○
昼
さ
が
り
家
の
裏
に
も
猫
の
恋

�

湯
浅　

公
月

○
ほ
ほ
杖
を
つ
い
て
見
上
げ
る
皐
月
晴
れ

○
ひ
と
り
卓
母
の
香
り
の
豆
ご
は
ん

�

松
田　

照
月

○
新
緑
の
息
吹
う
ら
や
む
八
十
路
か
な

○
年
度
末
肩
の
荷
お
り
て
朧
月

�

吉
川　

碧
境

○
思
い
切
り
夏
蝶
文
様
だ
れ
描
く

○
野
草
は
や
天
突
き
高
く
き
の
う
今
日

�

大
橋
て
ん
こ
う

○
傘
さ
し
て
屈
ん
で
目
が
合
う
蝸
牛

○
草
イ
チ
ゴ
身
を
赤
く
し
て
童
呼
ぶ

�

藤
本　

長
月

○
ヒ
コ
ー
キ
を
追
い
抜
く
燕
窓
辺
に
て

○
梅
し
ご
と
後
は
梅
酒
か
シ
ロ
ッ
プ
か

�

八
木　

葉
月

○
雨
あ
が
り
と
き
め
く
神
秘
ク
モ
の
糸

○
俯
い
て
あ
り
が
と
う
と
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

�

秦　
　

文
月

○
足
音
も
涼
け
き
朝
の
花
菖
蒲

○
天
地
の
す
き
間
に
咲
く
や
座
禅
草

�

本
間　

碧
水

俳　

句

四
季
の
会

�
宮
司
三
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

　

爽
や
か
な
初
夏
の
記
憶
が
変
わ
り
梅

雨
と
灼
熱
が
同
時
に
来
る
時
代
と
な

り
、
俳
句
の
季
語
を
懐
か
し
む
日
が
来

る
の
で
は
。 

碧
水

東
福
間
清
和
俳
句
会

�

東
福
間
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

○
散
る
前
の
白
蓮
蝶
と
な
り
遊
ぶ

○
咲
き
満
ち
て
太
夫
の
気
配
紅
牡
丹

�

小
西　

和
子�

先
生

○
朝
日
差
し
す
く
す
く
伸
び
る
松
の
芯

○�

種
蒔
く
や
赤
ち
ゃ
ん
寝
か
す
や
う
に

蒔
く

�

大
坪　

弘
子

○
竹
の
秋
冠
山
裾
賑
わ
ひ
ぬ

○
若
緑
風
に
揺
ら
げ
ば
白
く
映
ゆ

�

尾
﨑
む
つ
子

○
一
服
の
湯
呑
み
に
残
る
新
茶
の
香

○
青
葉
若
葉
港
見
下
ろ
す
坂
の
町

�

秀
島　

通
子

○
破
蓮
や
絵
描
き
に
な
れ
ず
道
普
請

○
駒
下
駄
の
音
遠
ざ
か
る
月
の
路
地

�

石
山　

仏
子

短　

歌

○
南
無
と
ゆ
う
心
の
さ
さ
え
夫
の
為

�
今
日
も
明
日
も
頑
張
れ
る
か
も

○
夫
介
護
出
し
て
は
な
ら
ぬ
声
を
出
し

�
後
悔
し
き
り
夜
も
眠
れ
ず

　

東
福
間
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ　

船
津　

千
富
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福
津
市
の
小
鳥
た
ち
の
紹
介

　
　
　
野
鳥
の
写
真
家　

 

有
田　
義
照

　

今
回
は
福
岡
県
外
へ
遠
征
し
て
撮
っ

た
鳥
た
ち
を
紹
介
し
ま
す
。

　

本
州
～
九
州
の
森
林
や
内
陸
の
鉄
橋

な
ど
に
飛
来
す
る
夏
鳥
。
巨
木
の
あ
る
場

所
を
好
み
、
キ
ツ
ツ
キ
類
の
古
巣
な
ど
の

樹
洞
を
利
用
し
て
繁
殖
す
る
。
鉄
橋
な
ど

の
建
造
物
の
隙
間
や
木
の
電
柱
な
ど
に

営
巣
す
る
こ
と
も
あ
る
。
見
晴
ら
し
の
よ

い
枯
れ
木
や
電
線
な
ど
か
ら
飛
び
立
ち
、

セ
ミ
や
ト
ン
ボ
な
ど
の
昆
虫
を
空
中
で

キ
ャ
ッ
チ
し
て
食
べ
る
。
繁
殖
期
は
♂
が

♀
に
求
愛
給
餌
す
る
の
が
よ
く
見
ら
れ

る
。

 

（
撮
影
地
：
熊
本
県 

緑
川
上
流
）

　

全
国
に
飛
来
す
る
夏
鳥
。平
地
や
低
山

の
広
葉
樹
林
を
す
み
か
と
す
る
。
林
内
の

渓
流
や
小
さ
な
湖
沼
の
近
く
で
、
小
魚
、

サ
ワ
ガ
ニ
、
カ
エ
ル
、
ト
カ
ゲ
、
昆
虫
な

ど
の
小
動
物
を
捕
食
す
る
。

　
「
御
池
野
鳥
の
森
」
の
観
察
小
屋
で
は

小
屋
の
観
察
窓
か
ら
エ
サ
取
り
や
水
浴

び
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
駐
車
場
か
ら

観
察
小
屋
ま
で
30
分
ほ
ど
歩
く
た
め
ヤ

マ
ヒ
ル
対
策
が
必
須
で
あ
る
。

 

（
撮
影
地
：
宮
崎
県 

御
池
野
鳥
の
森
）

　

沖
縄
県
南
部
の
西
表
島
と
石
垣
島
で

繁
殖
す
る
留
鳥
。個
体
数
は
少
な
く
特
別

天
然
記
念
物
と
し
て
保
護
さ
れ
て
い
る
。

ほ
か
の
ワ
シ
タ
カ
類
よ
り
も
警
戒
心
が

弱
く
、
近
づ
い
て
も
飛
ぶ
こ
と
は
な
い
。

　

写
真
は
若
鳥
で
サ
ト
ウ
キ
ビ
畑
で
エ

サ
取
り
を
し
て
い
た
。
主
に
山
間
部
の
密

林
に
営
巣
し
繁
殖
期
に
は
姿
を
見
る
こ

と
は
少
な
い
。

 

（
撮
影
地
：
石
垣
島
）

ブッポウソウ（仏法僧）　全長�30cm

アカショウビン（赤翡翠）　全長�28cm

カンムリワシ（冠鷲）　全長�55cm

キンバト（金鳩）　全長�25cm

　

宮
古
島
北
部
の
〝
大
野
山
林
〟
に
金
緑

色
の
翼
を
持
つ
美
し
い
小
型
の
鳩
を
探

し
に
行
く
。
山
林
の
入
口
で
餌
取
し
て
い

る
ペ
ア
を
見
つ
け
る
が
♀
は
直
ぐ
林
の

奥
に
隠
れ
て
♂
だ
け
撮
る
こ
と
が
で
き

た
。
こ
の
後
、
他
の
鳥
を
探
し
て
林
内
に

整
備
さ
れ
た
い
く
つ
か
の
遊
歩
道
を
歩

い
た
が
放
鳥
さ
れ
て
い
る
ク
ジ
ャ
ク
以

外
は
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

 

（
撮
影
地
：
宮
古
島
）
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【主な事業】障害者支援施設 福岡コロニー、障害福祉サービス事業所 わーくはうすコロニー、障害福祉サービス事業所 福岡福祉工場、障害者支
援施設 福岡県障がい者就労支援ホームあけぼの園、障害福祉サービス事業所 なのみ工芸、障害者支援施設 なのみの里、古賀市障がい者生活支
援センター 咲、障害者就業・生活支援センター ちどり、共同生活援助事業所 グループホームかづるⅠ・Ⅱ、相談支援事業所 福岡コロニー

TEL.（092）501-7405　FAX.（092）501-7425南福岡営業所

TEL.（092）944-4422　FAX.（092）944-4071古賀営業所
TEL.（092）611-2341　FAX.（092）501-7425博多営業所

TEL.（092）944-4308　FAX.（092）944-4309なのみの里

TEL.（092）501-0324　FAX.（092）501-0325あけぼの園
TEL.（092）944-4419　FAX.（092）944-4071なのみ工芸

本部・工場
〒811-0119　福岡県糟屋郡新宮町緑ケ浜一丁目11番 1号
TEL.（092）962-0764
FAX.（092）962-0768

印刷全般・さをり織り・製麺（冷凍うどん） ポスター　チラシ　パンフレット　リーフレット　カタログ　ダイレクトメール　自費出版
広報誌　機関誌　書籍　文集　詩歌集　各種マニュアル　会議資料　帳簿　封筒 etc.

https://www.fukuoka-colony.net

　

市
内
に
お
住
ま
い
の
60
歳
以

上
の
皆
さ
ま
へ
お
誘
い
で
す
。

　

現
在
、
福
津
市
各
地
区
の
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
で
は
手
芸
の
会
、

史
跡
探
訪
、
小
旅
行
、
ハ
イ
キ
ン

グ
、
環
境
保
護
活
動
等
、
色
々
な

活
動
を
通
し
て
仲
間
と
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

　

人
と
の
交
流
、
生
活
の
中
の

笑
い
、
軽
い
運
動
等
は
健
康
長

寿
の
源
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

是
非
、
私
た
ち
と
一
緒
に
活

動
し
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。

お
近
く
の
会
員
に
お
声
掛
け
い

た
だ
く
か
連
合
会
事
務
局
に
お

電
話
い
た
だ
け
れ
ば
お
住
ま
い

の
地
域
の
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　

最
初
の
一
歩
、
踏
み
出
し
て

み
ま
せ
ん
か
。 

事
務
局

 （
０
９
４
０-

７
２-

６
５
６
５
）

会
員
募
集

福津市シニアクラブ連合会事務局

〒811-3224

福津市手光2222番地

福津市中央公民館内

TEL/FAX：0940-72-6565
E-mail

fukutsusiren@aroma.ocn.ne.jp

　

今
回
の
「
単
位
ク
ラ
ブ
紹
介
」
で
は
光

陽
台
１
区
、
本
町
区
、
堅
川
区
の
活
動
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
区
も
、
会

長
さ
ん
や
役
員
さ
ん
が
、
あ
の
手
こ
の

手
で
知
恵
を
絞
り
な
が
ら
活
動
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
本

当
に
ご
苦
労
様
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
今
の
こ
の
暑
さ
。
屋
外
を

避
け
室
内
で
過
ご
さ
れ
る
時
間
が
増
え

て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
『
シ
ニ
ア
の

た
め
の
熱
中
症
対
策
』
を
紹
介
し
ま
す
。

１ 　

あ
な
た
は
も
う
暑
さ
を
感
じ
に
く

く
な
っ
て
い
ま
す
。機
械
は
嫌
い
だ
な

ん
て
言
わ
ず
、
気
を
失
う
前
に
エ
ア

コ
ン
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
ま
し
ょ
う
。

２ 　

高
齢
者
の
体
の
水
分
量
は
子
供
の

65
％
し
か
無
い
の
で
皴
し
わ
な
ん
だ

そ
う
で
す
。
完
全
に
干
か
ら
び
な
い

よ
う
、
少
な
く
と
も
１
時
間
お
き
に

コ
ッ
プ
１
杯
の
水
を
飲
み
ま
し
ょ
う
。

３ 　

あ
な
た
が
何
を
着
て
い
て
も
誰
も

気
に
し
ま
せ
ん
。体
を
締
め
付
け
な
い

ゆ
っ
た
り
と
し
た
服
を
着
ま
し
ょ
う
。

４ 　

江
戸
っ
子
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
か
ら

熱
風
呂
は
や
め
て
、
ぬ
る
い
お
風
呂

に
ゆ
っ
く
り
入
り
ま
し
ょ
う
。
入
浴

の
前
後
に
は
水
分
補
給
を
忘
れ
ず
に
。

５ 　

屋
外
で
の
行
事
に
は
自
分
の
体
調

と
よ
く
相
談
し
て
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

「
○
○
（
競
争
相
手
）
が
参
加
す
る
う

ち
は
意
地
で
も
休
ま
な
い
。」
な
ん
て

言
っ
て
い
る
と
倒
れ
ま
す
よ
。

 

（
塚
田
）

編
集
後
記

カンナ　花言葉は『永遠』『情熱』
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